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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
電

子
証
明
書
の
発
行
業
務
な
ど

を
休
止
し
ま
す

　

電
子
証
明
書
の
公
的
個
人
認
証
シ

ス
テ
ム
を
更
改
す
る
た
め
、
4
月
29

日（
土
・
祝
）〜
5
月
7
日（
日
）は
、

市
民
課
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
の
電

子
証
明
書
に
関
係
す
る
手
続
き
が
で

き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
休
止
す
る
窓
口
業
務　

▽▽
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
電
子
証
明
書
の
発

行
・
失
効
・
更
新
手
続
き
▽▽
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付（
電
子
証
明

書
手
続
き
を
伴
う
場
合
）▽▽
引
っ
越

し
・
結
婚
な
ど
で
住
所
、
氏
名
が
変

わ
る
場
合
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

手
続
き
▽▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
紛

失
に
伴
う
一
時
停
止
・
一
時
停
止
解

除
▽▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
暗

証
番
号
の
初
期
化
や
変
更

問
市
民
課
窓
口
係
・
内
線
1
3
7
5

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
方
へ
～
臨
時
交
付
窓

口
を
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
臨
時
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す（
事
前
申
込

制
）。電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

も
行
え
ま
す〔
4
月
30
日（
日
）、5

月
7
日（
日
）を
除
く
〕。状
況
に
よ
り
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
、
交
付
通
知
書
が
届
い
た
方

▼
開
設
日
＝
4
月
30
日（
日
）、
5
月

月
7
日（
日
）・
13
日（
土
）・
14
日

（
日
）・
20
日（
土
）・
27
日（
土
）・
28

日（
日
）▼
受
付
時
間
＝
▽▽
午
前
9
時

〜
11
時
▽▽
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
▼

場
所
＝
市
民
課（
市
役
所
1
階
14
番

窓
口
。
西
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ

い
）▼
持
ち
物
＝
交
付
通
知
書
、
本

人
確
認
書
類（
2
点
）ほ
か
。
代
理
で

の
受
け
取
り
希
望
の
方
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
申
込
方
法

＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
予
約

シ
ス
テ
ム（
左
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）か
ら
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
係
・

内
線
1
3
7
5

資
源
再
生
利
用
補
助
金
第
４

期
の
申
請
期
限
は
４
月
20
日

（
木
）で
す

　

市
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
等
の

市
内
団
体
が
資
源
を
回
収
し
た
場
合
、

回
収
量
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す（
事
前
に
登
録
が
必
要
）。

令
和
4
年
度
第
4
期
の
申
請
期
限
は

4
月
20
日（
木
）で
す
。
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
令
和
4
年
度
中
に
回
収
し
た

資
源
に
つ
い
て
は
補
助
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
集
団
回
収
を
行
う

団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
ご
み
対
策
課
・
内
線
6
7
5
1

た
ち
か
わ
子
育
て
応
援
金（
物

価
高
騰
対
策
）の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
子
育

て
世
帯
へ
、
市
独
自
の
支
援
策
と
し

て
、
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
令
和
４
年

12
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日
に

生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
す
る
方
で
、

申
請
日
時
点
で
立
川
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
４

月
28
日（
金
）〔
必
着
〕ま
で
に
、
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
子
育
て
推
進
課
手

当
・
医
療
費
給
付
係（
市
役
所
1
階

21
番
窓
口
）内
線
1
3
4
6
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
時
間
開
所
保
育
士（
会
計

年
度
任
用
職
員
・
月
額
報
酬

制
）を
募
集

　

く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
業
務
内
容
＝
市
立
保
育
園
に
お
け

る
保
育
関
連
業
務（
夕
勤
務
）▼
応
募

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
▼

勤
務
先
＝
高
松
保
育
園
、
ま
た
は
西

立
川
保
育
園
▼
勤
務
＝
週
5
日
、
午

後
4
時
〜
7
時
の
間
の
2
時
間
▼
報

酬
＝
月
額
6
万
6
5
0
0
円
▼
募
集

人
数
＝
各
1
人（
選
考
）▼
応
募
方
法

＝
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
、
保
育
士

証
の
写
し
を
、
直
接
、
保
育
課
庶
務

係（
市
役
所
1
階
22
番
窓
口
）内
線
1

3
2
0
へ

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
工
事
等

助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

　

市
は
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

撤
去
す
る
工
事
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

道
路
に
面
す
る
場
所
に
設

置
さ
れ
た
高
さ
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
組
積
造

の
塀
、
万
年
塀
、
こ
れ
ら
に
類
す
る

塀
や
門
柱
）。
な
お
、
木
塀
も
新
設

の
み
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
助
成
額　

▽▽
撤
去
等
に
つ
い
て
は
、

工
事
費
用
と
既
存
の
塀
の
長
さ
1
メ

ー
ト
ル
当
た
り
6
5
0
0
円
を
乗
じ

た
額
を
比
較
し
て
少
な
い
ほ
う
の
額

（
上
限
30
万
円
）▽▽
新
設（
撤
去
す
る

こ
と
が
前
提
）に
つ
い
て
は
、
撤
去

の
助
成
額
に
加
え
、
新
設
費
用
と
新

設
す
る
塀
の
長
さ
1
メ
ー
ト
ル
当
た

り
6
0
0
0
円
を
乗
じ
た
額
を
比
較

し
て
少
な
い
ほ
う
の
額（
上
限
18
万

円
）。
な
お
、
工
事
後
の
塀
は
地
震

に
対
し
て
安
全
な
構
造
と
な
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

●
申
請　

事
前
相
談
票
を
持
参
し
て
、

必
ず
工
事
契
約
前
に
防
災
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
相
談
票
と
申

請
書
等
は
防
災
課（
市
役
所
2
階
55

番
窓
口
）、
建
築
指
導
課（
市
役
所
2

階
74
番
窓
口
）で
配
布
し
て
い
ま
す

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
）。

問
防
災
課
・
内
線
2
5
3
1
、
建
築

指
導
課
・
内
線
2
3
3
7

立
川
市
消
防
団
第
10
分
団
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
買
い
替

え
ま
し
た

　

立
川
市
消
防

団
は
、
特
定
防

衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金

を
活
用
し
て
、

消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
買
い
替

え
ま
し
た
。

　

立
川
市
消
防
団
は
市
内
に
10
個
の

分
団
が
あ
り
、
1
6
0
人
の
団
員
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
24
時
間
3
6
5

日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、

火
災
の
み
な
ら
ず
、
台
風
や
雪
、
河

川
の
氾
濫
等
に
備
え
て
日
々
訓
練
を

し
て
い
ま
す
。 

「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
」
と
い

う
精
神
の
も
と
、
防
災
に
努
め
て
い

ま
す
。

問
防
災
課
・
内
線
2
5
3
1

　２学期から、すべての市立小・中学校の給食を２つの共

同調理場から提供します。親しみや愛着をもっていただく

ため、２つの共同調理場を総称する愛称を市立小・中学校

の児童・生徒の皆さんから募集し、応募があった645作品

の中から次のとおり決定しました。

●愛称　みんなのくるりんキッチン
●応募者　宮田琉生さん（四中１年）、駄原陽菜乃さん（五
中３年）〔学年は令和４年度時点〕

●選考委員会の選考の理由　▷▷給食を作る場所を「キッチ
ン」と表現して、立川市キャラクター「くるりん」と組み

合わせており、身近に感じて呼びやすい▷▷２つの共同調理

場を総称する愛称であること、市立小・中学校の児童・生

徒みんなに食べてもらう給食を作る場所ということを表現

している

　新共同調理場は、現共同調理場の東隣に整備します。６月末に建設工事が完了し、

２学期から給食提供を開始します。２つの共同調理場の正式名称は、それぞれ「学校

給食東共同調理場」「学校給食西共同調理場」とする予定です。

「みんなのくるりんキッチン」 に決定しました
学校給食共同調理場の愛称が

現共同調理場
（学校給食西共同調理場）

新共同調理場
（学校給食東共同調理場）

問学校給食課・内線6812

「みんなのくるりんキッチン」完成イメージ

■新共同調理場は2学期から運営開始

こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。


